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米
国
に
お
け
る
空
港
混
雑
管
理

現
状
と
課
題

百
田率

井

秀

樹

第
一
節
　
は
じ
め
に

　
空
港
の
混
雑
と
遅
延
の
増
大
は
、
近
年
、
世
界
の
主
要
空
港
に
共

通
す
る
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
最
も
需
要
の
高

い
羽
田
空
港
に
お
い
て
再
拡
張
事
業
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
利
用
率
の
低
い
地
方
空
港
の
存
在
が
あ
る
た
め
、
混
雑
問
題
は

今
の
と
こ
ろ
差
し
迫
っ
た
政
策
課
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
日
本
に
お
い
て
も
、
航
空
需
要
の
拡
大
が
続
け
ば
、
と
り

わ
け
羽
田
に
お
け
る
混
雑
問
題
・
発
着
枠
不
足
問
題
の
再
燃
は
避
け

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
に
お
い
て
も
空
港
混
雑
管

理
手
法
の
考
察
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
混
雑
管
理
の
手
法
と
し
て
は
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
（
い

わ
ゆ
る
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
発
着
枠
配
分
が
有
効
だ
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
多
く

の
国
に
お
い
て
航
空
業
界
関
係
者
等
か
ら
の
反
発
が
根
強
く
、
長
ら

く
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
で
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
地
域
の
主
要
空
港
に
お
け
る
数
年
来
の
極
度
の
混
雑
と
遅

延
の
悪
化
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
に
上
記
二
つ
の
混
雑
管
理
手
法

が
つ
い
に
制
度
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
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し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

第
二
節
　
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
と
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の

　
　
　
　
概
要

　
米
国
の
中
で
、
混
雑
問
題
が
特
に
深
刻
化
し
、
様
々
な
対
処
策
の

い
わ
ば
実
験
場
と
な
っ
て
き
た
の
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
空
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
と
ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
空

港
、
そ
し
て
シ
カ
ゴ
の
オ
ヘ
ア
空
港
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
空
港
で
は
、
混
雑
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
六
九
年
に

特
定
の
時
間
帯
の
離
着
陸
数
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
必

要
と
な
っ
た
滑
走
路
利
用
権
の
配
分
、
即
ち
、
発
着
枠
配
分
の
調
整

は
、
長
ら
く
、
当
該
空
港
を
利
用
し
て
い
る
航
空
会
社
と
利
用
を
希

望
す
る
航
空
会
社
と
か
ら
な
る
運
航
計
画
策
定
委
員
会
で
の
全
会
一

致
の
合
意
に
よ
る
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
七
八

年
に
大
幅
な
規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
、
新
規
参
入
の
圧
力
が
増
大
す

る
に
つ
れ
、
こ
の
手
法
で
は
発
着
枠
配
分
の
円
滑
な
調
整
が
不
可
能

に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
八
六
年
に
、
連
邦
航
空
局
は
、

発
着
枠
の
自
由
な
売
買
・
貸
借
を
認
め
、
競
争
的
な
新
規
参
入
と
稀

少
資
源
の
効
率
的
な
配
分
の
実
現
を
、
市
場
の
力
に
委
ね
る
こ
と
と

し
た
（
㎝
O
蜀
黙
認
H
O
。
○
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
新
規
参
入
者
の
発
着
枠
保
有
率
が
顕
著
に

上
昇
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規
参
入
航
空
会
社
や
そ
の
利
益

を
代
表
す
る
団
体
及
び
政
治
家
な
ど
か
ら
、
発
着
枠
市
場
に
対
す
る

批
判
が
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
二
〇
〇
〇

年
四
月
五
日
に
成
立
し
た
≦
①
巳
9
出
差
。
a
＞
三
銭
。
づ
H
箋
①
。
。
9
①
巨

四
巳
圏
8
毒
〉
。
；
コ
冨
b
。
云
∩
・
p
密
蔓
（
穿
窪
。
富
≦
一
8
－
一
。
。
一
）

（
以
下
、
〉
舅
山
一
）
に
よ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空
港
を
除
く
三
空
港

に
お
い
て
、
発
着
枠
規
制
そ
れ
自
体
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
る
運
び

　
　
（
1
）

と
な
っ
た
。
加
え
て
、
発
着
枠
組
制
外
の
滑
走
路
利
用
権
（
正
確
に

は
発
着
枠
規
制
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
高
密
度
規
則
の
適
用
免
除
で

あ
り
、
し
ば
し
ば
。
・
巨
。
×
。
白
鳥
8
と
称
さ
れ
る
）
も
大
幅
に
付
与

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
帰
結
は
、
残
念
な
が
ら
、
混
雑
と
遅

延
の
劇
的
な
増
大
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
二
〇
〇
八
年
に
導
入
さ
れ
た
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
と
発
着
枠
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
は
、
こ
う
し
た
混
雑
問
題
へ
の
よ
り
効
果
的
な
対

処
策
と
し
て
運
輸
省
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
第
一
項
　
可
変
的
着
陸
料
金
制
度

　
着
陸
料
金
制
度
の
修
正
に
関
す
る
提
案
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一

七
日
に
出
さ
れ
た
（
お
閃
即
し
。
ω
H
O
）
。
こ
の
修
正
案
の
要
と
な
る
の
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が
、
二
部
着
陸
料
金
制
の
明
記
で
あ
る
。
米
国
の
空
港
着
陸
料
は
、

従
来
、
原
則
と
し
て
使
用
す
る
航
空
機
の
重
量
を
基
準
に
定
め
ら
れ

て
き
た
。
こ
の
着
陸
料
が
、
当
該
空
港
の
滑
走
路
利
用
に
対
す
る
需

要
と
そ
の
供
給
が
一
致
す
る
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
超
過
需

要
は
発
生
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
発
着
枠
市
場
が
設
け
ら
れ
て
き
た

上
記
の
四
空
港
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
空
港
に
お
い
て
、
滑
走
路

利
用
に
対
す
る
超
過
需
要
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
事
実
は
、
他

の
条
件
を
一
定
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
空
港
の
着
陸
料
よ
り
も
、
航

空
各
社
が
こ
れ
ら
の
空
港
の
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
と
考
え
る
価
値
の

方
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
空
港
の
滑
走
路
の
よ
う
に
供

給
量
が
固
定
さ
れ
て
い
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
に
帰
属
す
る
利

益
を
レ
ソ
ト
と
い
う
が
、
少
な
か
ら
ぬ
空
港
で
（
着
陸
料
の
低
さ
ゆ

え
に
）
こ
の
レ
ソ
ト
が
発
生
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
そ
の

レ
ソ
ト
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滑
走
路
の
利
用
者
で
あ
る
航
空
各

社
に
移
転
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
超
過

需
要
と
そ
れ
に
由
来
す
る
混
雑
が
解
消
さ
れ
て
き
て
い
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
二
部
着
陸
料
金
制
は
、
こ
の
レ
ソ
ト
の
回

収
を
改
善
す
る
べ
く
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
国
の
空
港
で
は
、
ピ
ー
ク
料
金
制
に
代
表
さ
れ
る
可
変
的
着
陸

料
金
そ
れ
自
体
の
利
用
が
、
常
に
禁
じ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
確
か
に
、
一
九
八
八
年
に
ボ
ス
ト
ン
の
ロ
ー
ガ
ン
空
港
に
て
、

当
該
空
港
を
管
理
す
る
マ
ス
ポ
ー
ト
（
ζ
霧
。
。
づ
。
冨
）
が
小
型
機
利
用

に
か
か
る
着
陸
料
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
る
一
方
で
、
大
型
機
利
用
に

か
か
る
そ
れ
は
引
き
下
げ
る
着
陸
料
金
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
た

際
、
運
輸
省
は
そ
の
方
法
は
不
当
か
つ
差
別
的
で
あ
る
と
し
て
、
マ

ス
ポ
ー
ト
の
主
張
を
退
け
た
。
連
邦
第
一
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
判
決

で
も
、
運
輸
省
の
決
定
が
支
持
さ
れ
、
マ
ス
ポ
ー
ト
が
導
入
し
よ
う

と
し
た
可
変
的
着
陸
料
金
制
は
退
け
ら
れ
て
い
る
（
Z
①
≦
団
⇒
。
q
一
碧
α

ピ
①
o
q
巴
閏
。
毒
α
匿
。
⇒
＜
．
O
o
葛
旨
巨
Φ
葺
o
h
⇒
9
・
目
。
。
づ
。
二
巴
o
P
O
。
○
。
G
。
扇
』
α

届
刈
（
一
。
。
一
Ω
↓
」
⑩
Q
。
り
）
）
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
、
運
輸
省
は
可
変
的

着
陸
料
金
制
度
そ
れ
自
体
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

「
重
量
を
基
準
と
す
る
伝
統
的
な
手
法
と
は
異
な
る
着
陸
料
の
仕
組

み
は
、
合
理
的
か
つ
経
済
的
に
正
当
化
さ
れ
た
基
準
に
よ
り
費
用
を

適
切
な
利
用
者
に
合
理
的
に
配
分
す
る
限
り
に
お
い
て
、
許
容
さ
れ

る
」
と
運
輸
省
は
主
張
し
て
い
る
へ
お
閏
閃
。
。
ω
一
〇
よ
り
孫
引
き
）
。

　
こ
う
し
た
運
輸
省
の
判
断
は
一
九
九
五
年
及
び
｝
九
九
六
年
に
出

さ
れ
た
政
策
指
針
（
℃
。
ぎ
図
。
。
§
・
ヨ
。
包
で
も
維
持
さ
れ
た
δ
O
頃
肉

O
り
O
ρ
①
O
聞
即
心
刈
O
一
ト
。
　
①
一
覧
菊
ω
H
り
漣
）
。
事
実
、
運
輸
省
の
政
策

指
針
は
ピ
ー
ク
料
金
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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混
雑
時
に
価
格
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
資
源
を

配
分
す
る
ピ
ー
ク
料
金
制
は
、
適
切
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
不
当
に
差
別
的
な
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
空
港
の

運
営
者
は
、
本
政
策
指
針
に
表
明
さ
れ
た
方
針
に
矛
盾
し
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
空
港
の
効
率
的
利
用
を
高
め
る
料
金
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
雲
量
労
ω
H
り
逡
）

　
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
五
日
成
立
の
≧
牢
卜
。
一
に
よ
り
大
幅

に
増
や
さ
れ
た
発
着
血
豆
制
外
の
滑
走
路
利
用
権
（
。
・
互
・
×
。
片
言
8
）

が
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
混
雑
を
劇
的
に
悪
化
さ
せ
る
と
（
。
や
象

団
閃
＄
旨
2
①
q
「
戸
誤
刈
緕
）
、
連
邦
航
空
局
は
、
同
空
港
を
管
理
す

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港
湾
当
局
と
と
も
に
、
よ

り
長
期
的
な
混
雑
管
理
手
法
の
検
討
に
着
手
し
た
。
発
着
枠
規
制
廃

止
（
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
）
後
の
状
況
を
も
視
野
に
収
め
つ
つ
行

わ
れ
た
こ
の
検
討
を
経
て
二
〇
〇
一
年
六
月
一
二
日
に
提
示
さ
れ
た

二
つ
の
混
雑
管
理
手
法
の
｝
つ
が
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
の
一
形

態
で
あ
る
混
雑
料
金
型
着
陸
料
で
あ
っ
た
（
も
う
一
つ
は
発
着
枠
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
で
あ
る
）
（
①
①
閏
因
ω
H
刈
G
Q
一
）
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
二
〇
〇
一
年
の
検
討
で
連
邦
航
空
局
が
目
指
し

た
の
は
、
混
雑
管
理
規
則
の
最
終
的
な
提
案
で
は
な
く
、
関
係
者
か

ら
の
意
見
や
情
報
の
収
集
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
行
政
側
が
可
変

的
着
陸
料
金
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す
行
動
を
即
座
に
起
こ
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
空
港
側
も
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
の
導

入
に
さ
ほ
ど
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
上
述
の

よ
う
に
か
ね
て
か
ら
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
の
導
入
に
意
欲
的
な
動

き
が
見
ら
れ
て
い
た
ロ
ー
ガ
ン
空
港
で
は
、
二
Q
O
五
年
二
月
一
六

日
に
ピ
ー
ク
時
間
帯
追
加
料
金
規
制
（
℃
＄
吋
　
℃
豊
。
自
　
。
り
霞
。
匿
茜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

菊
。
σ
q
巳
蝕
。
昌
）
が
採
用
さ
れ
、
同
年
三
月
一
一
B
に
発
効
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ロ
ー
ガ
ン
空
港
の
こ
う
し
た
動
き
は
主
流
に
は
な
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
発
着
枠
市
場
が
設
け
ら
れ
て
き
た
空
港

も
、
≧
男
西
堺
成
立
後
（
さ
ら
に
は
発
着
枠
規
制
解
除
後
）
は
極
度

の
混
雑
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
混
雑
料
金
制

の
導
入
に
踏
み
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
に

関
す
る
運
輸
省
の
政
策
指
針
が
抽
象
的
な
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
、
及

び
、
航
空
会
社
側
の
抵
抗
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
は
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
活

用
が
模
索
さ
れ
つ
つ
も
、
制
度
と
し
て
は
曖
昧
さ
を
残
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
現
実
に
は
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
【
月
一
七
日
に
出
さ
れ
た
着
陸
料
金
制
度
の
修
正
に
関
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す
る
提
案
（
お
聞
因
ω
呂
O
）
の
意
図
は
、
こ
の
よ
う
な
可
変
的
着
陸

料
金
制
度
の
実
際
の
活
用
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

可
変
的
着
陸
料
金
は
規
則
中
に
「
二
部
着
陸
料
金
（
ヨ
。
も
銀
一
窪
島
⇒
。
q

融
①
）
」
と
修
正
・
明
記
さ
れ
、
混
雑
空
港
の
運
営
者
が
混
雑
緩
和
の

手
法
と
し
て
着
陸
料
金
制
度
を
よ
り
柔
軟
に
利
用
で
き
る
よ
う
環
境

が
整
え
ら
れ
た
。
修
正
提
案
は
最
終
的
に
次
の
よ
う
な
形
を
取
っ

た
。

b
。
．
一
凪
　
空
港
運
営
者
は
、
二
部
着
陸
料
金
を
課
す
こ
と
が
で

き
る
。
二
部
着
陸
料
金
は
、
運
航
毎
の
使
用
料
と
重
量
を
基
準

と
す
る
使
用
料
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
こ
の

二
部
着
陸
料
金
は
、
e
二
部
料
金
が
合
理
的
か
つ
経
済
的
に
正

当
化
さ
れ
た
基
準
に
よ
り
費
用
を
利
用
者
に
合
理
的
に
配
分
す

る
限
り
に
お
い
て
、
ま
た
、
口
二
部
着
陸
料
金
が
も
た
ら
す
総

収
入
が
飛
行
場
の
許
容
費
用
（
p
＝
o
蓄
窪
0
8
。
。
邑
を
超
え
な

い
限
り
に
お
い
て
、
許
容
さ
れ
る
。

回
座
席
数
の
よ
り
少
な
い
航
空
機
は
、
二
部
料
金
の
運
航
毎
の

使
用
料
部
分
の
た
め
に
、
座
席
数
に
応
じ
て
一
旅
客
あ
た
り
の

費
用
を
よ
り
多
く
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の

料
金
制
が
混
雑
と
運
航
の
遅
延
に
及
ぼ
す
効
果
を
考
慮
す
る

と
、
ま
た
、
混
雑
時
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
旅
客
総
数
を
考
慮
す

る
と
、
正
当
化
さ
れ
う
る
。
［
㈲
は
省
略
。
］
（
お
閏
菊
し
。
ω
一
〇
）

　
着
陸
料
金
制
の
こ
の
よ
う
な
修
正
に
よ
り
、
航
空
会
社
が
よ
り
混

雑
の
少
な
い
時
間
帯
に
空
港
を
利
用
し
た
り
、
よ
り
大
き
な
航
空
機

を
利
用
し
た
り
す
る
よ
う
促
す
こ
と
が
空
港
運
営
者
に
と
っ
て
可
能

に
な
る
と
運
輸
省
は
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
修
正
提
案
は
二
〇
〇
八

年
七
月
一
四
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
（
お
岡
即
お
お
○
）
。
も
っ
と

も
、
よ
り
多
く
の
着
陸
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
航
空

会
社
や
、
小
型
機
利
用
の
減
少
に
よ
り
減
便
の
恐
れ
の
あ
る
地
方
都

市
か
ら
の
反
対
も
根
強
く
、
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）

で
は
、
明
確
に
二
部
料
金
制
の
導
入
を
表
明
な
い
し
実
施
し
た
空
港

は
未
だ
数
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
第
二
節
第
二
項
　
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度

　
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
可
変
的
着
陸

料
金
制
度
に
つ
い
て
と
同
様
、
か
な
り
以
前
か
ら
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
て
い
た
。
事
実
、
一
九
八
○
年
に
出
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル

空
港
の
発
着
枠
配
分
方
法
の
修
正
提
案
（
駆
α
　
閃
丙
　
四
一
ト
⊃
G
Q
③
）
に
お
い

て
既
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
修
正
提
案
の
作
成
に
当
た
り
、
民
間
航
空
委
員
会
及
び
連
邦
航

空
局
は
、
ポ
リ
ノ
ミ
ク
ス
調
査
研
究
所
　
（
喝
。
ぎ
。
巨
8
　
因
①
。
・
Φ
p
。
容
び

い
魯
自
讐
。
膏
。
。
Ψ
ぎ
ρ
）
と
エ
コ
ン
（
国
O
O
頃
　
H
昌
ρ
　
　
　
　
Ψ
）
に
発
着
枠
配
分
問

題
の
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
分
析
結
果
に
基

づ
い
て
、
運
輸
省
は
、
運
航
計
画
策
定
委
員
会
に
よ
る
配
分
に
変
わ

る
手
法
と
し
て
、
の
行
政
的
配
分
手
法
と
ロ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
基
本

と
す
る
配
分
手
法
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空
港
の
発
着
枠
配
分
方
法
に
限
定
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
修
正
提
案
は
い
ず
れ
も
採
用
さ
れ
ず
、
四
年
後
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
以
外
の
三
つ
の
混
雑
空
港
（
ケ
ネ
デ
ィ
、
ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
、
オ

ヘ
ア
）
を
も
対
象
と
す
る
形
で
再
構
成
さ
れ
た
修
正
提
案
（
お
聞
即

卜⊃

ﾖ
刈
○
。
○
。
）
が
改
め
て
提
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
一
九
八
四
年
の
修

正
提
案
で
は
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
選
択
肢
は
取
り
下
げ
ら

れ
、
代
わ
っ
て
、
発
着
枠
取
引
市
場
の
創
設
が
新
た
な
選
択
肢
と
し

て
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
法
律
上
の
困
難
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
場
合
に
生
ず
る
売
り
上
げ
の
徴
収
と
処
理

に
新
た
な
法
律
の
制
定
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
未
解
決
な
法
的
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
利
用
は
現
実
的
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
業
界
関
係
者
の
反
対
の
影
響
も
小
さ
く
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
発
着
枠
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
配
分
す
れ
ば
、

そ
の
規
模
次
第
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
途
絶
や
混
乱
が
生
ず
る
こ
と
、

ま
た
、
既
存
の
航
空
会
社
は
空
港
の
開
発
に
少
な
か
ら
ぬ
投
資
を
し

て
き
た
こ
と
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
、
と
す
る
地
域
航
空
会
杜
協

会
（
殉
。
。
q
δ
⇒
巴
〉
寒
器
。
・
〉
。
。
。
・
。
号
二
〇
づ
）
等
の
批
判
が
特
に
考
慮
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
｝
九
八
五
年
一
二
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
た
規
則
（
㎝
O

哨
図
㎝
曽
。
。
O
）
で
は
、
一
九
八
六
年
四
月
一
日
以
降
、
誰
が
ど
の
よ

う
な
条
件
で
発
着
枠
の
売
買
・
貸
借
を
行
っ
て
も
良
い
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
と
き
、
運
輸
省
が
市
場
の
力
に
寄
せ
て
い
た
期
待
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
。
実
際
、
運
輸
省
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

運
輸
省
は
、
「
売
買
〔
規
則
〕
」
提
案
の
採
用
を
決
め
た
。
そ
れ

は
、
〔
既
得
権
尊
重
に
よ
る
〕
発
着
枠
の
初
期
割
当
に
続
く
発

着
枠
の
配
分
に
お
い
て
、
市
場
の
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
規
則
に
よ
り
、
発
着
枠
の
割
当
と
配

分
と
い
う
連
続
す
る
過
程
に
政
府
が
介
入
す
る
必
要
性
は
最
小

限
に
な
る
と
、
運
輸
省
は
確
信
し
て
い
る
。
運
航
計
画
策
定
委

員
会
が
現
在
と
り
ま
と
め
て
い
る
よ
う
な
、
運
航
に
関
す
る
航

空
会
社
間
の
合
意
は
必
要
と
さ
れ
な
い
た
め
、
配
分
過
程
が
行
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き
詰
ま
る
こ
と
も
も
う
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
運
輸
省
は
、

発
着
枠
市
場
が
航
空
各
杜
の
経
営
計
画
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

長
期
的
な
安
定
性
を
も
た
ら
す
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
安
定
性
は
、
抽
選
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
他
の
手

段
に
よ
り
発
着
枠
が
定
期
的
に
再
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
実
現
さ
れ
得
な
い
だ
ろ
う
。
（
㎝
O
閏
即
㎝
卜
⊃
一
G
o
O
）

　
発
着
枠
市
場
は
し
か
し
最
終
的
に
は
集
中
化
の
度
合
い
を
高
め
、

参
入
障
壁
を
作
り
出
し
、
反
競
争
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
少
な
か
ら
ぬ
関
係
者
か
ら
の
懸
念
に
対
し
て
、

運
輸
省
は
次
の
よ
う
に
断
言
し
て
い
る
。

売
買
規
則
は
市
場
の
集
中
を
も
た
ら
す
と
い
う
懸
念
に
内
在
し

て
い
る
の
は
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
航
空
会
社
が
市
場
を
支
配

す
る
た
め
に
そ
の
資
源
を
投
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
発
想

で
あ
る
。
運
輸
省
は
、
そ
の
よ
う
な
反
競
争
的
行
動
が
問
題
化

す
る
と
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

事
業
面
で
の
誘
因
が
な
い
上
に
、
発
着
枠
に
制
約
の
あ
る
市
場

を
独
占
支
配
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。
航

空
会
社
は
、
他
の
航
空
会
社
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

だ
け
に
あ
る
発
着
枠
を
獲
得
し
利
用
す
る
と
い
う
誘
因
を
持
た

な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
も
う
一
つ
の
航
空
会
社
が
よ
り
価
値

の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
の
時
、
そ
の

発
着
枠
は
、
そ
れ
を
保
有
す
る
航
空
会
社
に
と
っ
て
よ
り
も
、

も
う
一
つ
の
航
空
会
社
に
と
っ
て
よ
り
価
値
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
発
着
枠
保
有
航
空
会
社
は
そ
の
発
着

枠
を
、
よ
り
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
う
一
つ
の

航
空
会
社
に
売
却
し
利
潤
を
最
大
化
す
る
も
の
と
、
運
輸
省
は

信
ず
る
。
（
㎝
O
閏
閃
認
一
〇
。
O
）

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
の
時
点
で
は
、
発
着
市
場
に
対
す
る

運
輸
省
の
期
待
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
残
念
な
が
ら

裏
切
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、
運
輸
省
は
次
第
に
発
着
枠
市
場
よ
り
も

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
事
実
、
先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
〉
夷
－
陣
成
立
後
、

ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
空
港
に
て
混
雑
が
極
度
に
悪
化
す
る
事
態
を
受
け
て

二
〇
〇
一
年
に
連
邦
航
空
局
が
混
雑
管
理
手
法
と
し
て
検
討
し
た
の

は
、
発
着
枠
市
場
の
改
良
で
は
な
く
、
混
雑
料
金
制
度
と
発
着
枠
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
の
可
能
性
で
あ
っ
た
（
O
①
　
閏
閃
ω
一
刈
ω
一
）
。

ま
た
、
こ
の
検
討
を
受
け
て
こ
〇
〇
六
年
に
連
邦
航
空
局
が
提
示
し
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た
規
則
案
も
、
一
〇
年
間
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
発
着
枠
を
回
収

し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
て
再
配
分
す
る
、
と
い
う
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
謡
岡
閃

団
ω
O
O
）
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
に
は
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
み
な

ら
ず
、
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
と
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
に
お
い
て
も
、
混
雑

が
極
度
に
悪
化
し
た
た
め
、
運
輸
省
は
、
行
政
関
係
者
と
航
空
業
界

関
係
者
と
を
中
心
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
空
規
則
策
定
委
員
会

（
Z
〈
〉
即
ρ
Z
Φ
導
く
O
蒔
〉
≦
聾
O
昌
即
巳
Φ
ヨ
㊤
ざ
昌
u
q
O
O
工
法
け
8
0
）
を

構
成
し
、
業
界
サ
イ
ド
か
ら
の
情
報
も
考
慮
し
つ
つ
、
混
雑
管
理
の

代
替
的
手
法
を
模
索
し
た
（
Z
〈
〉
因
ρ
卜
⊃
O
O
刈
）
。
こ
こ
で
も
、
検
討

の
主
な
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
発
着
枠
市
場
で
は
な
く
、
混
雑
料
金

制
度
と
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
空
規
則
策
定
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、

二
〇
〇
八
年
四
月
一
七
日
に
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
に
つ
い
て
、
ま

た
、
同
年
五
月
二
一
日
に
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
に

つ
い
て
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
を
根
幹
に
据
え
た
新
た
な
混

雑
管
理
規
則
の
提
案
が
な
さ
れ
た
（
刈
ω
　
聞
雪
辱
。
O
O
。
斜
ρ
刈
ω
聞
即

卜。

n
①
卜
⊃
①
）
。
提
案
に
対
す
る
意
見
を
考
慮
し
て
最
終
的
に
提
示
さ
れ
混

雑
管
理
規
則
の
説
明
（
刈
ω
岡
因
O
O
㎝
刈
卜
・
　
刈
ω
岡
因
O
O
㎝
心
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
）
の
中
で
は
、

運
輸
省
は
か
つ
て
の
発
着
枠
市
場
が
期
待
は
ず
れ
に
終
わ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
率
直
に
認
め
て
い
る
。

売
買
規
則
は
ま
た
、
〔
取
引
に
〕
い
か
な
る
透
明
性
も
求
め
な

か
っ
た
た
め
に
、
公
正
で
活
発
な
取
引
市
場
の
育
成
に
失
敗
し

た
。
つ
ま
り
、
航
空
会
社
は
非
公
開
で
取
引
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
競
争
相
手
を
寄
せ
付
け
な
い
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
当
該
空
港
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
や
拡
大

す
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い
る
航
空
会
社
が
し
ば
し
ば
、
発

着
枠
を
購
入
な
い
し
貸
借
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
航
空
会
社
の
中
に
は
、
競
争

相
手
が
発
着
枠
の
売
却
を
拒
否
し
た
り
十
分
な
期
間
の
貸
借
を

拒
ん
だ
り
し
た
た
め
に
当
該
空
港
の
利
用
が
事
実
上
、
阻
止
さ

れ
て
い
る
、
と
不
満
を
訴
え
る
も
の
も
あ
っ
た
。
（
お
団
園

①
8
課
申
お
聞
刃
①
8
ぬ
）

　
運
輸
省
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
い
て
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
制
度
を
中
核
と
す
る
以
下
の
よ
う
な
混
雑
管
理
規
則
を
策
定
し

た
。
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の
　
定
期
運
航
の
上
限
（
竃
∩
聞
図
④
ω
。
ω
ご
犀
O
夏
菊
り
ω
］
①
ω
）

　
ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
空
港

　
　
平
日
は
午
前
九
時
～
午
後
九
時
五
九
分
の
間
、
週
末
は
午
後
一

　
　
二
時
か
ら
午
後
九
時
五
九
分
の
間
、
一
時
間
当
た
り
七
一

　
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

　
　
午
前
六
時
～
午
後
一
〇
時
五
九
分
の
問
、
一
時
間
当
た
り
八
一

口
　
基
準
運
航
用
発
着
枠
（
b
σ
錺
o
o
h
。
唱
2
銭
。
島
）
（
一
蔭
O
閏
刃
O
ω
．
ω
ρ

犀
亀
男
O
ω
眞
這
出
愚
稿
り
ω
」
①
ド
三
〇
閏
即
⑩
ω
．
一
刈
O
）

　
二
〇
〇
八
年
一
二
月
九
日
時
点
で
航
空
各
社
が
当
該
空
港
で
保
有

　
し
て
い
る
発
着
枠
の
う
ち
、
二
〇
ま
で
は
、
基
準
運
航
用
発
着
枠

　
と
し
て
保
有
を
認
め
る
。
期
間
は
一
〇
年
間
。
最
低
利
用
条
件
（
定

　
　
　
　
　
（
5
）

　
め
ら
れ
た
期
間
に
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
利
用
）
が
課
さ
れ

　
る
。

日
共
通
発
着
枠
（
○
。
日
暮
口
駒
・
ζ
）
（
暉
∩
夷
8
。
ω
0
い
＝
O
夷

◎
し
。
．
念
二
心
亀
丙
O
ω
」
爵
二
心
O
国
払
⑩
ω
．
嵩
O
）

　
混
雑
管
理
規
則
の
有
効
期
間
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
連
邦
航
空
局

　
よ
り
航
空
会
社
に
貸
与
さ
れ
る
発
着
枠
。
期
間
は
一
〇
年
間
。
最

　
低
利
用
条
件
（
定
め
ら
れ
た
期
間
に
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
利

　
用
）
が
課
さ
れ
る
。

　
ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
空
港

　
　
全
体
の
約
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
発
着
枠
が
共
通
発
着
枠
と

　
　
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
九
日
時
点
の
保
有
航
空
会
社
に

　
　
割
り
当
て
ら
れ
る
。
上
記
の
基
準
運
航
用
発
着
枠
（
切
上
①
。
h

　
　
O
℃
巽
9
↓
δ
塁
）
を
含
む
。

　
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

　
　
全
体
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
発
着
枠
が
共
通
発
着
枠
と
し
て
、

　
　
二
〇
〇
八
年
一
二
月
九
日
時
点
の
保
有
航
空
会
社
に
割
り
当
て

　
　
ら
れ
る
。
上
記
の
基
準
運
航
用
発
着
枠
（
b
」
霧
①
。
h
。
需
『
蝕
。
自
）

　
　
を
含
む
。

⑳
　
限
定
発
着
枠
（
＝
巨
8
α
。
・
巨
）
（
置
O
聞
因
O
ω
．
ω
ρ
這
O
聞
因
O
ω
．

ω
○
。
一
塁
O
閏
因
8
’
ω
汐
鼠
O
扇
因
O
ω
開
合
辰
O
聞
丙
8
．
H
爵
一
犀

9
因
O
ω
」
O
食
鼠
O
聞
刃
⑩
ω
．
ト
①
㎝
二
膳
∩
国
因
O
し
。
」
刈
O
）

　
混
雑
管
理
規
則
の
有
効
期
間
（
一
〇
年
間
）
が
終
わ
る
前
に
航
空

　
会
社
へ
の
貸
与
が
終
了
し
、
連
邦
航
空
局
に
回
収
さ
れ
る
発
着

　
枠
。
最
低
利
用
条
件
（
定
め
ら
れ
た
期
間
に
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以

　
上
の
利
用
）
が
課
さ
れ
る
。

　
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

　
　
全
体
の
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
］
七
六
）
の
発
着
枠
は
、
い
っ

　
　
た
ん
二
〇
〇
八
年
一
二
月
九
日
時
点
の
保
有
航
空
会
社
に
割
り

　
　
当
て
ら
れ
る
が
、
連
邦
航
空
局
に
よ
り
順
次
、
回
収
さ
れ
、
発
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着
枠
の
削
減
ま
た
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
再
配
分
に
用
い
ら

　
　
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
↓
月
＝
二
日
に
二
四
の
発
着
枠
が
、
二
年

　
　
目
以
降
五
年
目
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
二
の
発
着
枠
が
回
収
さ
れ

　
　
る
。
保
有
航
空
会
社
か
ら
の
回
収
数
は
、
基
準
運
航
用
発
着
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
に
配
慮
し
つ
つ
、
各
杜
の
当
該
空
港
占
有
状
況
に
比
例
し
て
決

　
　
定
さ
れ
る
。
残
る
六
四
の
発
着
枠
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日

　
　
を
も
っ
て
削
減
さ
れ
る
。

　
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

　
　
全
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
発
着
枠
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月

　
　
九
日
時
点
の
保
有
航
空
会
社
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
連
邦
航
空

　
　
局
に
よ
り
順
次
、
回
収
さ
れ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
再
配
分

　
　
に
用
い
ら
れ
る
。
限
定
発
着
枠
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
三
日

　
　
以
降
五
年
目
ま
で
、
毎
年
、
五
分
の
一
ず
つ
回
収
さ
れ
る
。
保

　
　
有
航
空
会
社
か
ら
の
回
収
数
は
、
基
準
運
航
用
発
着
枠
に
配
慮

　
　
し
つ
つ
、
各
社
の
当
該
空
港
占
有
状
況
に
比
例
し
て
決
定
さ
れ

　
　
る
。

田
　
自
由
発
着
枠
（
d
霞
①
g
り
a
O
け
①
山
Q
o
一
〇
侍
）
（
辰
O
剛
殉
⑩
ω
．
ω
9
竃
0
剛
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

◎
G
。
．
G
。
G
。
（
。
ご
這
畠
菊
◎
し
。
」
爵
一
望
O
男
⑩
ω
」
罐
（
α
）
）

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
連
邦
航
空
局
よ
り
航
空
会
社
に
貸
与
さ

　
れ
る
発
着
枠
。

　
回
収
さ
れ
た
限
定
発
着
枠
は
、
混
雑
管
理
規
則
の
有
効
期
間
（
一

　
〇
年
間
）
の
前
半
五
年
間
に
約
五
分
の
一
ず
つ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
に
よ
り
航
空
会
社
に
再
配
分
さ
れ
る
。
最
低
利
用
条
件
は
課
さ
れ

　
な
い
。

因
　
取
引
　
（
辰
∩
聞
図
り
ω
」
卜
⊃
二
斜
O
閏
叢
り
し
。
．
一
①
○
。
）

　
　
　
　
　
〔
7
）

　
発
着
枠
の
転
貸
は
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
掲
示
板
方
式
で

　
行
わ
れ
、
以
下
の
条
件
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
ω
　
航
空
会
社
は
発
着
枠
転
貸
を
連
邦
航
空
局
に
通
知
し
な
け

　
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
知
す
べ
き
項
目
は
以
下
の
通
り
。

　
　
・
発
着
枠
番
号
と
時
間

　
　
・
発
効
日

　
　
・
貸
与
期
間

　
　
・
最
低
価
格

　
　
②
　
連
邦
航
空
局
は
発
着
枠
転
貸
通
知
と
関
連
す
る
詳
細
情
報

　
　
　
を
同
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。
募
集
応
問
と
入
札

　
　
　
の
受
付
時
間
も
掲
載
さ
れ
る
。

　
　
㈲
　
取
引
成
立
後
、
取
引
各
社
の
転
貸
A
呈
思
証
明
書
と
全
て
の

　
　
　
入
札
価
格
、
及
び
転
貸
条
件
が
連
邦
航
空
局
に
提
出
さ
れ
な

　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
貸
条
件
に
は
、
最
低
限
、
以
下
の
情

　
　
　
報
が
必
要
で
あ
る
。
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・
当
該
取
引
に
関
わ
る
全
て
の
入
札
者
と
関
係
者
の
氏
名

・
転
貸
の
提
案
期
間
と
確
定
期
間

・
全
入
札
者
の
提
案
対
価
と
転
借
人
の
支
払
対
価

㈲
　
転
貸
は
、
連
邦
航
空
局
が
行
う
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

　
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
際
、
売
上
金
は
転
貸

　
者
で
あ
る
航
空
会
社
の
も
の
と
な
る
。

　
以
上
の
最
終
規
則
は
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
発
着
枠
を
一
〇
年

間
に
毎
年
］
○
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
回
収
・
再
配
分
す
る
、
と
い
う
提

案
を
含
ん
で
い
た
二
〇
〇
六
年
の
混
雑
管
理
規
則
案
（
謡
岡
即

㎝
鵠
①
O
）
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
控
え
め
で
は
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

規
則
は
、
提
案
の
時
点
か
ら
航
空
各
社
及
び
空
港
当
局
か
ら
の
多
大

な
懸
念
と
批
判
を
招
い
て
い
た
。
多
く
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
自

体
に
反
対
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
そ
れ
自
体
の
導
入
に

は
反
対
し
て
い
な
い
例
外
的
な
関
係
者
で
あ
る
米
国
空
輸
業
者
協

（
8
）

会
（
＞
O
》
♪
〉
ば
O
鋤
鼠
2
＞
。
。
。
。
o
o
一
器
8
0
h
＞
日
鼠
8
）
は
、
新
規
参

入
者
を
よ
り
優
遇
す
る
介
入
が
必
要
だ
と
し
た
（
Q
や
司
診
歯
O
O
守

卜。

p
刈
○
り
謁
ρ
「
牽
山
O
O
◎
高
潔
O
⑩
－
○
。
①
）
。
こ
の
よ
う
に
立
場
は
様
々

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
立
場
の
関
係
者
か
ら
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
要

素
の
一
つ
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
航
空
各
社
が
負
担
す
る
費
用

の
増
大
で
あ
っ
た
。

　
過
去
に
大
規
模
な
発
着
枠
の
回
収
・
再
配
分
が
行
わ
れ
た
の
は
、

一
九
八
六
年
の
発
着
枠
市
場
導
入
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ラ
ガ
ー
デ
イ

ア
、
オ
ヘ
ア
の
三
空
港
程
度
（
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
）

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
際
に
回
収
さ
れ
た
の
は
全
体
の
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
再
配
分
の
手
法
も
抽
選
で
あ
っ
た
哲
哨
肉
。
。
①
ω
N
）
。
こ
の

か
つ
て
の
手
法
に
お
い
て
も
、
回
収
は
確
か
に
発
着
枠
を
保
有
す
る

航
空
会
社
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
再
配
分
を

受
け
る
際
に
航
空
各
社
の
負
担
す
る
費
用
が
新
た
に
増
大
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
八
年
に
提
案
さ
れ
た
手
法
で
は
、

発
着
枠
の
再
配
分
を
受
け
る
た
め
に
航
空
各
社
は
一
定
の
費
用
を
新

た
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
費
用
は
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、
事
前
の
予
測
が
難
し
い
（
と
り
わ

け
第
一
回
目
は
予
測
が
困
難
だ
ろ
う
）
。
全
体
の
八
～
九
割
は
既
得

権
を
尊
重
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る
と
は
い
え
、
航
空
各
社
に
と
っ
て
、

発
着
枠
の
再
配
分
に
か
か
る
費
用
負
担
の
増
大
及
び
そ
れ
に
伴
う
リ

ス
ク
の
増
大
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
航
空
会
社
が
二

〇
〇
八
年
提
案
の
混
雑
管
理
規
則
に
反
対
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
懸
念
や
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
邦
航
空

局
は
、
上
記
の
混
雑
管
理
規
則
の
最
終
提
案
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
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一
〇
日
）
に
至
る
以
前
の
二
〇
〇
八
年
八
月
五
日
に
、
国
。
。
・
航
空
の

破
綻
に
よ
り
返
還
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
の
二
つ
の
発
着
枠
を

同
年
九
月
三
日
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
配
分
す
る
と
、
公
式
に
発

表
し
て
い
る
（
∪
○
押
b
。
O
O
G
。
一
扇
〉
♪
卜
。
O
O
c
。
い
蕊
閏
即
卜
①
H
ω
①
　
お

聞
菊
亀
卜
ミ
）
。
こ
れ
に
対
し
て
大
手
航
空
会
社
の
利
益
を
代
表
す
る

　
　
　
　
　
　
（
9
）

米
国
航
空
輸
送
協
会
（
〉
貯
目
『
き
。
。
℃
o
訴
〉
。
・
。
。
o
。
費
目
〇
コ
o
h
＞
日
。
腎
9
）

は
、
連
邦
航
空
局
の
紛
争
処
理
室
（
O
曲
8
。
h
9
。
。
宅
8
刃
。
。
。
。
ヨ
一
δ
づ

｝
。
ρ
巳
。
。
筐
。
p
）
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
中
止
す
る
よ
う
抗
議
し
た
。
（
米

国
航
空
輸
送
協
会
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
再

審
請
求
（
需
瓜
叶
δ
コ
茸
器
≦
。
芝
）
も
行
っ
て
い
る
。
）
こ
の
抗
議
を

連
邦
航
空
局
紛
争
処
理
室
が
認
め
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
で

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
ひ
と
ま
ず
中
止
さ
れ
た
（
〉
貯
司
導
波
℃
o
訴

》
。
。
g
・
0
9
p
二
8
0
ら
〉
ヨ
。
鼠
o
F
＞
↓
＞
Q
。
§
o
日
。
旨
…
〉
同
＞
O
o
ヨ
日
①
巨
。
・
8

Z
睾
翼
Q
。
巨
き
。
瓢
8
Q
。
ε
u
ぎ
σ
q
豪
N
。
。
る
O
O
。
。
）
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
連
邦
航
空
局
は
上
記
の
混
雑
管
理
規
則
の
最

終
案
を
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
〇
日
に
提
示
し
、
同
規
則
が
発
効
す

る
同
年
一
二
月
九
日
頃
向
け
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
実
施
の
準
備
を
進

め
て
い
っ
た
。
最
初
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
実
施
は
二
〇
〇
九
年
一
月
一

二
日
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
四
秘
五
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
説
明
会
も
実
施
さ
れ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
準

備
さ
れ
た
。
だ
が
、
米
国
航
空
輸
送
協
会
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港
湾
当
局
な
ど
が
二
〇
〇
八
年
＝
月
四
日
に
行
っ

て
い
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
実
施
の
延
期
申
請
が
、
混
雑
管
理
規
則
発
効

前
日
の
二
〇
〇
八
年
一
二
月
八
日
頃
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
巡
回
区

々
訴
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
、
延
期
命
令
（
○
↓
α
9
潔
き
け
ヨ
α
q
ζ
。
ま
⇒
。
。

8
目
し
つ
母
ざ
℃
o
訴
〉
⊆
鴎
。
ユ
受
o
h
Z
o
芝
照
。
蒔
知
Z
①
≦
記
お
昌
＜
．

岡
巴
。
邑
〉
≦
讐
8
＞
α
巳
昌
一
。
。
冨
ま
p
Z
o
．
O
。
。
山
ω
b
。
Φ
（
O
．
○
Ω
け
O
①
。
．

○
。
“
卜
。
O
O
Q
。
）
）
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
手

続
は
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
で
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
米
国
の
空
港
混
雑
管
理
手
法
を
め
ぐ
る
動
き

は
、
近
年
、
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
を
見
せ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
態

に
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
、
発
着
枠
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
制
度
の
い
ず
れ
も
、
航
空
各
社
な
ど
の
戦
略
的
な
い
し
操
作

的
な
行
動
が
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
適
切
に
運
用
さ
れ
れ
ば
、
レ
ソ
ト

を
有
効
に
回
収
し
効
率
的
な
資
源
配
分
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
現
実
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
内
包
し

て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
米
国
の
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
と
発
着
枠

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
、
最
後
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に
考
察
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
で
あ
る
。
そ
の
利
点
は
、
発
着
枠

に
制
限
を
設
け
る
必
要
が
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
ど
の
程
度
の
運
航
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
か
は
、
着
陸
料
金
に
照
ら
し
て
航
空
各
社
が

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
発
着
枠
の
上
限
を
め
ぐ
る
厄

介
な
調
整
が
不
要
と
な
る
。

　
し
か
し
、
懸
念
材
料
も
少
な
く
な
い
。
第
一
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
な
ど
の
よ
う
に
一
日
を
通
じ
て
滑
走
路
利

用
の
需
要
が
高
い
空
港
の
場
合
、
即
ち
、
ピ
ー
ク
時
と
オ
フ
ピ
ー
ク

時
の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
な
空
港
の
場
合
、
着
陸
料
を
時
間

帯
に
よ
り
変
動
さ
せ
る
こ
と
に
需
要
を
抑
制
す
る
効
果
を
あ
ま
り
期

待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
逆
に
、

効
果
的
に
需
要
を
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
水
準
に
着
陸
料
を
設
定
す

れ
ば
、
そ
れ
は
利
用
者
で
あ
る
航
空
各
社
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な

費
用
負
担
増
に
な
り
、
最
終
的
に
は
消
費
者
に
と
っ
て
も
好
ま
し
く

な
い
結
果
と
な
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
（
も
っ
と
も
、
現
行
の

二
部
着
陸
料
金
で
は
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
着
陸
料
設
定
は
で
き
な

い
。
）
さ
ら
に
第
三
に
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
（
b
J
≡
o
。
す
。
訓
N
O
O
N
卜
。
O
O
㎝
）

ら
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
航
空
各
社
は
自
ら
の
増
便
に
よ
り
生
ず
る

混
雑
の
費
用
を
他
社
だ
け
で
な
く
自
社
に
も
課
し
て
い
る
の
だ
と
し

た
ら
、
つ
ま
り
、
自
社
の
増
便
に
よ
る
混
雑
費
用
の
一
部
は
自
ら
内

部
化
（
ヨ
8
転
註
N
Φ
）
し
負
担
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
同
じ
空

港
を
利
用
し
て
い
る
航
空
会
社
で
あ
っ
て
も
そ
の
便
数
シ
ェ
ア
に

よ
っ
て
内
部
化
し
て
い
る
混
雑
費
用
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い

て
は
、
混
雑
料
金
と
し
て
の
着
陸
料
の
負
担
額
が
異
な
っ
て
く
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
計
算
は
単
に
複
雑
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
シ
ェ

ア
の
大
き
な
航
空
会
社
ほ
ど
よ
り
多
く
の
混
雑
費
用
を
内
部
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
混
雑
料
金
と
し
て
負
担
す
べ
き
着
陸
料
は
よ
り
低
く

な
る
べ
き
だ
、
と
い
う
、
や
や
直
観
に
反
す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え

う
る
指
針
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
関
係
者
の
理
解

を
得
る
上
で
も
困
難
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
そ
れ
自
体
を

混
雑
管
理
の
中
心
的
手
法
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
滑
走
路
の
拡
張
と
い
っ
た
空
港
開
発
の

費
用
徴
収
を
促
進
す
る
補
助
的
手
段
と
考
え
る
方
が
現
実
的
か
も
し

れ
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
は
、
可
変
的
着
陸

料
金
制
度
と
は
対
照
的
に
、
最
初
に
発
着
馬
身
に
制
限
を
設
け
て
し

ま
う
。
そ
の
た
め
、
可
変
的
着
陸
料
金
制
度
が
直
面
す
る
上
記
の
問

題
は
生
じ
な
い
。
あ
と
は
、
各
発
着
枠
に
最
も
高
い
価
値
を
認
め
る
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航
空
会
社
が
負
担
可
能
な
費
用
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
着
枠

は
効
率
的
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
航
空
各
社
の
戦
略

的
・
操
作
的
行
動
が
な
け
れ
ば
）
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
混
雑
管

理
手
法
と
し
て
は
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
ほ
う
が
よ
り
現

実
的
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
に
も
懸
念
材
料
は
あ
る
。
第

一
に
、
発
着
枠
数
の
上
限
設
定
の
問
題
で
あ
る
。
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
制
度
が
効
率
的
な
資
源
配
分
を
実
現
す
る
に
は
、
発
着
枠
数
の
上

限
が
最
適
に
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
上
限
設
定

は
、
米
国
に
お
い
て
は
常
に
行
政
と
業
界
と
の
間
で
意
見
の
齪
齢
が

生
じ
て
き
て
い
る
点
で
あ
り
、
今
後
も
論
争
の
火
種
で
あ
り
続
け
る

だ
ろ
う
。
第
二
に
問
題
と
な
り
う
る
の
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り

再
配
分
さ
れ
る
発
着
枠
の
数
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空

港
で
は
全
体
の
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ

ー
ア
ー
ク
空
港
で
は
全
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

も
発
着
枠
の
回
収
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
再
配
分
は
、
混
雑
管
理

規
則
の
有
効
期
間
一
〇
年
間
の
前
半
五
年
間
で
修
了
し
、
後
半
五
年

間
に
は
行
わ
れ
な
い
。
二
〇
〇
六
年
に
提
示
さ
れ
た
規
則
案
の
よ
う

に
、
一
〇
年
間
に
毎
年
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
発
着
枠
を
回
収
・
再

配
分
す
る
（
刈
一
　
三
図
　
　
α
一
ω
①
O
）
と
い
う
手
法
の
方
が
、
レ
ソ
ト
の
回

収
や
新
規
参
入
の
機
会
拡
大
を
図
る
上
で
は
、
よ
り
有
効
か
も
し
れ

な
い
。

　
も
っ
と
も
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
再
配
分
さ
れ
る
発
着
枠
の
数

が
限
定
さ
れ
た
の
は
、
実
際
の
回
収
・
再
配
分
に
伴
う
関
係
者
の
負

担
の
大
き
さ
が
考
慮
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
に
と
っ
て
は
、
発
着
枠
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
被
る
費
用

や
、
発
着
枠
を
得
る
た
め
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
か
る
費
用
、
あ
る

い
は
こ
う
し
た
発
着
枠
の
回
収
・
再
配
分
に
伴
う
運
航
調
整
の
費
用

は
小
さ
く
な
い
。
ま
た
、
空
港
管
理
者
に
と
っ
て
は
、
発
着
枠
利
用

者
の
変
更
に
よ
り
必
要
と
な
る
空
港
施
設
利
用
調
整
の
費
用
な
ど

も
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
毎
年
行
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
決
し
て
小
さ
く

な
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
八
年
の
規
則
で
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

再
配
分
が
限
定
さ
れ
、
か
つ
、
五
年
間
で
終
了
す
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
負
担
へ
の
配
慮
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
関
係
者
に
か
か
る
負
担
と
い
う
点
で
は
、
実
は
、
発
着
枠

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
よ
り
も
、
か
つ
て
の
発
着
枠
市
場
の
方
が
よ
り

少
な
い
。
ま
た
、
航
空
各
社
の
戦
略
的
・
操
作
的
行
動
が
な
け
れ
ば
、

市
場
取
引
に
よ
る
発
着
枠
配
分
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
発
着
枠
配

分
と
同
様
に
効
率
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
（
。
め
b
」
ヨ
・
。
巨
・
お

ト。

n
O
⑩
）
。
そ
れ
ゆ
え
第
三
に
、
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
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す
る
以
前
に
、
発
着
枠
市
場
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
改
善
す
る
方

策
を
試
み
、
そ
の
上
で
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
を
考
慮
し
て
み
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
〇
八
年
の
規
則
で
は
、
過
去
の
反
省
を
活
か
し
、

よ
り
透
明
性
の
高
い
掲
示
板
方
式
の
取
引
市
場
の
導
入
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
発
着
枠
市
場
に
関
す
る
考
慮
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
だ
が
、
例
え
ば
、
オ
ヘ
ア
空
港
で
導
入
さ
れ
て
い
る

「
匿
名
」
方
式
の
到
着
権
限
（
か
つ
て
の
発
着
枠
）
売
買
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

は
掲
示
板
方
式
の
取
引
市
場
に
よ
く
似
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
取
引
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
の
導
入
以
降
の
二
年
間

に
僅
か
】
件
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
（
㌍
閏
因
目
G
。
。
。
卜
。
一
国
ヨ
巴
尻
φ
。
筥

bu
y
⇔
ζ
Φ
①
匿
P
閏
〉
〉
Ψ
o
昌
〉
℃
匹
δ
“
じ
。
O
O
刈
p
。
巳
O
o
件
。
σ
興
卜
。
P

N
O
O
O
・
）
。
こ
れ
は
、
取
引
市
場
の
よ
り
高
い
透
明
性
が
、
連
邦
航
空

局
の
意
図
に
反
し
て
、
航
空
各
社
の
取
引
意
欲
を
低
め
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
か
つ
て
の
不
透
明
な
発
着
枠
市
場

は
、
確
か
に
問
題
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
発
着
枠
取
引
の
流
動
性
を
高

め
る
、
即
ち
、
取
引
を
促
す
と
い
う
点
で
は
必
ず
し
も
悪
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
関

係
者
の
現
状
分
析
や
政
策
提
言
の
ほ
と
ん
ど
は
、
行
政
側
、
業
界
側

の
い
ず
れ
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
発
着
枠
市
場
に
お
け
る
取
引
デ
ー

タ
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
も
な
く
、
行
わ
れ
て
い
る
（
詳
細
な
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

引
デ
ー
タ
分
析
は
か
つ
て
政
府
監
査
局
（
O
＞
○
）
が
行
っ
て
い
た

（
O
＞
ρ
一
り
⑩
O
）
が
、
同
局
も
近
年
は
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
な

い
）
。

　
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は

不
確
実
で
あ
る
が
、
発
着
枠
市
場
を
通
じ
た
取
引
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

空
港
で
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ラ
ガ
ー
デ
イ

ア
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
、
オ
ヘ
ア
の
各
空
港
で
も
、
混
雑
悪
化
に
対
応

す
る
暫
定
的
運
航
便
数
規
制
に
伴
っ
て
再
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

市
場
を
通
じ
た
発
着
枠
の
取
引
自
体
は
、
仮
に
発
着
枠
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
制
度
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
形
を
変
え
て
残
る
。
こ
れ
ら
の

点
を
考
慮
す
る
と
、
空
港
混
雑
管
理
の
現
実
的
な
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
発
着
枠
市
場
に
つ
い
て
も
改
め
て
理
論
的
・
経
験
的
分
析
が

体
系
的
に
施
さ
れ
る
べ
き
だ
と
言
え
よ
う
（
。
や
b
」
巨
Φ
。
百
。
お
b
。
O
O
ρ

福
井
”
卜
。
O
O
り
）
。

注
（
！
）
　
オ
ヘ
ア
空
港
で
は
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
を
も
っ
て
、
ま
た
、

　
　
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
と
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
で
は
二
〇
〇
七
年
一
月
一

　
　
日
を
も
っ
て
、
発
着
枠
規
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
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（
2
）
　
こ
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
追
加
料
金
規
制
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で

　
　
発
動
さ
れ
る
。
ロ
ー
ガ
ン
空
港
で
の
運
航
予
定
便
数
が
、
許
容
で

　
　
き
な
い
遅
延
を
生
み
出
す
ほ
ど
に
増
え
た
場
合
、
空
港
当
局
が
航

　
　
空
会
社
に
運
航
過
密
で
あ
る
旨
、
通
知
す
る
。
航
空
会
社
が
そ
の

　
　
通
知
に
対
応
し
て
運
航
を
調
整
し
な
い
場
合
、
空
港
当
局
は
、
運

　
　
航
過
密
時
間
帯
を
「
ピ
ー
ク
時
間
帯
」
と
し
、
追
加
料
金
を
課
す

　
　
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
穂
高
料
金
は
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
｝
運
航

　
　
当
た
り
一
五
〇
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
（
竃
p
。
・
。
。
喝
。
盈
卜
。
O
O
国
℃
．

　
　
㎝
卜
。
■
）
。
追
加
料
金
の
課
金
が
ど
の
程
度
の
頻
度
で
な
さ
れ
て
い
る

　
　
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

（
3
）
　
再
配
分
で
活
用
さ
れ
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細
は
、
最
初
の

　
　
再
配
分
が
行
わ
れ
る
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い

　
　
た
。
な
お
、
こ
の
提
案
で
は
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
に
お
け
る
小

　
　
型
機
利
用
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
鑑
み
、
よ
り
大
型
の
航
空
機
利

　
　
用
を
促
す
提
案
も
な
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
八
年
に
最
終

　
　
的
に
提
示
さ
れ
た
混
雑
管
理
規
則
（
認
閏
即
①
O
㎝
置
）
で
は
、
こ

　
　
の
提
案
は
撤
回
さ
れ
た
。

（
4
）
　
な
お
、
二
〇
〇
八
年
に
提
示
さ
れ
た
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
新

　
　
混
雑
管
理
規
則
は
、
二
〇
〇
｝
年
の
検
討
（
①
①
「
即
ω
嵩
ω
一
）
を

　
　
踏
ま
え
、
二
〇
〇
六
年
に
改
め
て
提
案
（
刈
一
翼
即
十
一
ω
①
O
）
さ
れ
、

　
　
二
〇
〇
八
年
の
提
案
修
正
（
刈
ω
　
　
閏
即
　
　
卜
⊃
O
o
O
膳
①
）
を
経
て
策
定
さ
れ

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
の
新
混

　
　
雑
管
理
規
則
は
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
そ
れ
と
重
な
る
部
分
が

　
　
少
な
く
な
い
。

（
5
）
　
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
場
合
、
連
続
す
る
二
か
月
間
。
ケ
ネ
デ
ィ

　
　
空
港
と
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
の
場
合
、
発
着
枠
が
割
り
当
て
ら
れ

　
　
た
期
間
。

（
6
）
　
「
各
社
の
当
該
空
港
占
有
状
況
」
の
原
表
記
は
　
・
・
爵
。
8
巳
2
．
ω

　
嘆
。
。
。
o
コ
8
p
。
一
号
。
㊤
昌
。
＝
．
．
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
基
準
運
航
用
発
着

　
　
枠
を
除
い
た
発
着
枠
の
保
有
数
を
指
す
。
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
、
ニ
ュ

　
　
ー
ア
ー
ク
空
港
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
7
）
　
こ
の
混
雑
管
理
規
則
で
は
、
発
着
枠
は
、
こ
の
規
則
の
有
効
な

　
　
期
間
（
一
〇
年
間
）
、
航
空
各
社
に
貸
与
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

　
　
い
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に
あ
る
保
有
航
空
会
社
が
別
の
航
空
会
社

　
　
に
発
着
枠
を
主
観
的
に
は
「
売
却
」
し
た
と
し
て
も
、
客
観
的
に

　
　
見
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
規
則
が
失
効
す
る
ま
で
の
「
転
貸
」
で
あ

　
　
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
8
）
　
新
規
参
入
航
空
会
社
の
利
益
を
代
表
す
る
団
体
で
あ
り
、
一
九

　
　
九
七
年
二
月
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
二
月
時
点
で
の

　
　
加
明
皿
航
空
会
社
は
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
・
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
（
〉
ヰ
目
雷
昌

　
≧
毫
避
。
。
）
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
航
空
（
写
。
慧
巽
〉
三
口
。
の
）
、
ス
ピ
リ
ツ

　
　
ト
航
空
（
。
。
冨
騨
≧
≡
需
。
。
）
で
あ
る
。

（
9
）
　
一
九
三
六
年
に
設
立
さ
れ
た
米
国
で
最
大
の
航
空
業
界
団
体
で

　
　
あ
り
、
主
要
な
大
手
航
空
会
社
が
加
盟
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年

　
　
二
月
時
点
で
の
加
盟
航
空
会
社
は
、
A
B
X
エ
ア
ー
（
＞
Q
」
×
〉
巳
、

　
　
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
・
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
（
〉
貯
目
円
き
　
　
〉
一
望
卑
図
。
噴
）
、
ア
ラ

　
　
ス
カ
航
空
（
≧
塁
冨
〉
凶
匡
5
①
。
。
）
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
（
〉
日
。
ユ
。
弩

　
≧
忌
口
o
Q
。
）
、
A
S
T
A
R
エ
ア
．
カ
ー
ゴ
（
＞
Q
。
目
〉
殉
≧
『
9
円
σ
q
o
）
、
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ア
ト
ラ
ス
・
エ
ア
ー
（
〉
匿
。
。
〉
巳
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空

　
　
　
（
O
o
三
二
。
葺
巴
〉
三
二
。
。
。
）
、
デ
ル
タ
航
．
空
（
】
）
①
ぎ
〉
貯
門
ぎ
錺
）
、

　
　
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
国
際
航
空
（
国
＜
o
お
器
窪
ぎ
ε
ヨ
蝕
8
p
一

　
　
〉
三
ぎ
。
。
・
）
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
閏
9
①
多
野
蔑
。
。
。
。
。
）
、

　
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
（
頃
£
D
♂
く
陣
一
一
国
昌
　
　
｝
一
「
一
一
嵩
O
o
D
）
、
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
・

　
　
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
（
』
ゑ
b
u
ε
o
≧
ヨ
避
㎝
）
、
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト
航
空

　
　
．
（
ζ
乙
≦
。
。
。
件
〉
三
ぎ
①
。
。
）
、
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
（
し
D
o
藏
跨
芝
。
。
・
酔

　
　
≧
『
臣
。
。
。
）
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
¢
葺
。
α
≧
葺
口
①
ω
）
、
U
P
S

　
　
航
空
（
d
℃
Q
。
〉
三
宣
。
。
。
）
、
U
S
エ
ァ
ウ
ェ
イ
ズ
（
d
。
。
と
ヨ
避
ω
）

　
　
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
唱
。
妄
臼
〉
ロ
。
ま
塁
巨
巨
O
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

　
　
当
初
の
ア
ド
レ
ス
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
霞
傷
ミ
≦
覇
．

　
　
㎝
三
雲
。
｛
δ
ロ
．
o
o
ヨ
．
同
サ
イ
ト
は
、
本
稿
執
筆
・
時
点
（
二
〇
〇
九

　
　
年
二
月
）
で
は
休
止
中
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
「
匿
名
」
．
方
式
の
到
着
権
限
売
買
シ
ス
テ
ム
で
は
、
取
引
当
事

　
　
者
の
名
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
点
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
G
A
O
の
正
式
名
称
は
、
か
つ
て
は
O
。
昌
9
巴
〉
。
8
8
ぎ
α
q

　
　
O
8
8
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
七
月
七
日
を
も
っ
て

　
　
O
。
＜
①
屡
日
。
三
＞
8
。
巨
田
竃
曙
○
駿
8
に
変
更
さ
れ
た
。
．
↓
冨
O
＞
○

　
　
野
白
き
O
”
℃
淳
巴
％
o
♂
コ
β
＞
O
↓
o
h
卜
⊃
O
O
倉
℃
＝
げ
嵩
。
ピ
P
≦
H
O
O
Q
I
卜
∂
刈
『

　
　
に
O
o
Q
o
叶
讐
．
Q
O
ご
（
卜
⊃
O
O
心
）
．
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＼
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O
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福
井
秀
樹
、
二
〇
〇
九
、
「
米
国
に
お
け
る
空
港
．
発
着
枠
取
引
の
定
量
的

　
分
析
　
　
一
九
九
四
－
一
九
九
九
年
」
『
交
通
学
研
究
』
二
〇
〇
八
年

　
研
究
年
報
（
掲
載
予
定
）
。
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